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小テスト10.1 （選挙での出口調査の信頼度）解答
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小テスト10.1 （選挙での出口調査の信頼度）解答

=INT(RAND()+$C$3)

B

B



4

=AVERAGE(A8:A1007)

小テスト10.1 （選挙での出口調査の信頼度）解答

=INT(RAND()+$C$3)

B

B
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=AVERAGE(A8:A1007)

=SQRT(E8*(1-E8)/(C5-1))

小テスト10.1 （選挙での出口調査の信頼度）解答

=INT(RAND()+$C$3)

B
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=AVERAGE(A8:A1007)

=SQRT(E8*(1-E8)/(C5-1))

=E8-1.96*E9

小テスト10.1 （選挙での出口調査の信頼度）解答

=INT(RAND()+$C$3)

B

B
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=AVERAGE(A8:A1007)

=SQRT(E8*(1-E8)/(C5-1))

=E8+1.96*E9=E8-1.96*E9

小テスト10.1 （選挙での出口調査の信頼度）解答

=INT(RAND()+$C$3)

B

B
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=INT(y)関数はyの
関数．

RAND()関数，INT()関数の性質

RAND()関数は0<x<1の間
のどのxも同じ確率で出力
する．

という．

x

確率

20

x

確率

10

1

=RAND()

=INT(2*RAND())

x

確率

20 1

=2*RAND()

1となる0となる

2*RAND()関数は
の一様乱数を出力する．

コイン投げ
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=INT(y)関数はyの
関数．

RAND()関数，INT()関数の性質

RAND()関数は 0<x<1の
間のどのxも同じ確率で
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=2*RAND()
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2*RAND()関数は0< x < 2 
の一様乱数を出力する．

コイン投げ
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=INT(y)関数はyの小数点以
下を切り捨てる関数．

RAND()関数，INT()関数の性質

RAND()関数は 0<x<1の
間のどのxも同じ確率で
出力する．
一様乱数という．
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=INT(2*RAND())
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2*RAND()関数は0< x < 2 
の一様乱数を出力する．

コイン投げ
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=INT(y)関数はyの小数点以
下を切り捨てる関数．

RAND()関数，INT()関数の性質

RAND()関数は 0<x<1の
間のどのxも同じ確率で
出力する．
一様乱数という．

x

確率

20

x

確率

10

1

=RAND()

=INT(2*RAND())

x

確率

20 1

=2*RAND()

1となる0となる

2*RAND()関数は0< x < 2 
の一様乱数を出力する．

0と1がそれぞれ0.5の
確率で出る

コイン投げ
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INT(RAND()+0.3)関数の性質

RAND()+0.3関数は

の間の一

様乱数を出力する．

x

確率

1.30.3

=INT(RAND()+0.3)

1となる0となる

INT(RAND()+0.3)関数は

に，

とする関数．

薬の有効率，選挙の支持率，
テレビの視聴率

10

x

確率

1.30.3

=RAND()+0.3

10
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INT(RAND()+0.3)関数の性質

RAND()+0.3関数は

0.3<x<1.3の間の一

様乱数を出力する．
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INT(RAND()+0.3)関数の性質

RAND()+0.3関数は
0.3<x<1.3の間の一様乱
数を出力する．

x

確率

1.30.3

=INT(RAND()+0.3)

1となる0となる

INT(RAND()+0.3)関数は

0.3<x<1を0に，

とする関数．

薬の有効率，選挙の支持率，
テレビの視聴率

10

x
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1.30.3

=RAND()+0.3

10
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INT(RAND()+0.3)関数の性質

RAND()+0.3関数は
0.3<x<1.3の間の一様乱
数を出力する．

x

確率

1.30.3

=INT(RAND()+0.3)

1となる0となる

INT(RAND()+0.3)関数は

0.3<x<1を0に，

1<x<1.3を1 とする関

数．

薬の有効率，選挙の支持率，
テレビの視聴率

10

x

確率

1.30.3

=RAND()+0.3
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INT(RAND()+0.3)関数の性質

RAND()+0.3関数は
0.3<x<1.3の間の一様乱
数を出力する．

x

確率

1.30.3

=INT(RAND()+0.3)

1となる0となる

INT(RAND()+0.3)関数は
0.3<x<1を0に， 1<x<1.3を1 
とする関数．

薬の有効率，選挙の支持率，
テレビの視聴率

10

x

確率

1.30.3

=RAND()+0.3

10

1が0.3, 0が0.7の確
率で出る
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=AVERAGE(A8:A607)

=SQRT(E8*(1-E8)/(C5-1))

=E8+1.96*E9=E8-1.96*E9

小テスト10.2 （視聴率の信頼度）解答

=INT(RAND()+$C$3)
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薬A, Bがある．それぞれ100匹のマウスに投与したところ，
薬Aは55匹に効き，薬Bは65匹に効いた．

薬の有効率の差の検定

この問に答えるには，まずpA – pB がどのような分布
となるかを調べる必要がある．
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薬A, Bがある．それぞれ100匹のマウスに投与したところ，

薬Aは55匹に効き，薬Bは65匹に効いた．薬A, Bの効
き目には差があったと言えるか？

薬の有効率の差の検定

この問に答えるには，まずpA – pB がどのような分布
となるかを調べる必要がある．
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小テスト11.1 （２回の実験の有効率の差）

薬A, Bの真の有効率をそれぞれ p0A= 0.6, p0B= 0.6とする．この薬Aをマウス
nA=10匹， nB=10匹，に対して投与する実験を行う．この実験を3000回繰り
返したら，有効率の差 pA - pBはどのような分布となるか？

を求め，横軸を-1から1まで

0.1刻みとして頻度グラフを描け．

この結果に正規分布の確率の棒グラフを並べて示せ．ただし，正規分布の
平均 μ には有効率の差の理論値 p0A – p0Bを用いよ．また，標準偏差 σ には
有効率の差の標準偏差の理論値

を用いよ．
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n
PP )1()1( 0000 −
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小テスト11.1 （２回の実験の有効率の差）

薬A, Bの真の有効率をそれぞれ p0A= 0.6, p0B= 0.6とする．この薬Aをマウス
nA=10匹， nB=10匹，に対して投与する実験を行う．この実験を3000回繰り
返したら，有効率の差 pA - pBはどのような分布となるか？

有効率の差の頻度を求め，横軸を-1から1まで0.1刻み

として頻度グラフを描け．

この結果に正規分布の確率の棒グラフを並べて示せ．ただし，正規分布の
平均 μ には有効率の差の理論値 p0A – p0Bを用いよ．また，標準偏差 σ には
有効率の差の標準偏差の理論値

を用いよ．
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ヒント1：小テスト7.1で以下の問題を解いた

ある薬の真の有効率を p0= 0.7とする．この薬をマウス20匹に対して投与す
る実験を行う．この実験を5000回繰り返したら，有効率はどのような分布
となるか？
有効率の頻度を求め，横軸を0から1まで0.1刻みとして頻度グラフを描け．

この結果に正規分布の確率の棒グラフを並べて示せ．ただし，正規分布の
平均 μ には有効率の平均の理論値 p0 を用いよ．また，標準偏差 σ には有効
率の標準偏差の理論値

を用いよ．

npp /)1( 00 −=σ
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ヒント2

BA pp −の計算ではROUND(                 , 1)  （小数点以
下1桁より下の桁を四捨五入する関数）を用いること．

また，0.1刻みのデータ区間を決めるときの計算にも
ROUND(xx, 1)の関数を用いること．

BA pp −

ROUND(B26+0.1, 1）

BA pp −
ROUND(B19 - C19, 1）

pBpA
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ヒント2（つづき）

ROUND(xx, 1)関数を使わないと何が起きるか？

-1

=B50+0.1
=B51+0.1

ごみが現れる．これでは
=COUNTIF(XXX:YYY,B60)
により0が何回現れたかを数
えてほしいのに，
-0.00000000000000014 
が現われた数を数えてしまう．

・
・
・
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ヒント2（つづき）

ROUND(xx, 1)関数を使うと

-1

=ROUND(B50+0.1,1)

ごみが現れない．

=ROUND(B51+0.1,1)

・
・
・
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薬A, Bがある．それぞれ100匹のマウスに投与したところ，
薬Aは55匹に効き，薬Bは65匹に効いた．薬A, Bの有効率
には差があったと言えるか？

小テスト11.2 薬の有効率の差の検定

の値が

であれば，有効率に差があったと言える．
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